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緒 言

私は,唐 湊果樹園で花卉の栽培管理を担当している。本報では,私 が1993年 に作成 した ミニバラ栽培の
,

耕種基準 となるべ き栽培 法の要点 と,私 が実施 した栽培法の比較及 び93～94年 度の ミニバ ラ栽培 の問題点,

今後の留意点並びに94年 度花卉類(主 と して鉢物)の 生産 と評価 につ いて報告する。

ミニバラの栽培法の要点 と実際の栽培法の比較(○ 耕種基準,◎ 実際 の栽培法)

1,挿 し木

○挿 し木は9月 頃,本 年生枝 を使用 し5cm位 の枝 の先端 より2～3芽 をつけ て,葉 を半 分 くらい切 り

落 と し挿 し穂 とし,穂 木の基部 を斜め に切 り鹿沼土を用土 とす る。 鹿沼土 は挿 す前 に十分湿 らせ て

お く。挿 した後 は必ず寒冷紗 をか ける。発根 を良 くす るため に発根剤(オ キシベ ロ ン)を 使用 す る。

◎挿 し木用土 に,市 販 の ピー トパ ンを使用 した以外 は上記 とほぼ同 じであった。

2,鉢 上 げ

○挿 し木後約1ケ 月ほ どで鉢上 げをす る。鉢 はポ リ鉢3号 を使用す る。

◎上記 と同 じ。

3,鉢 植 え替 え

○鉢植 え替 えは鉢上 げ後1ケ 月 くらいで行 う。生産仕上げ用 としてプラ鉢4.5号 に植 え替 える。

◎上記 と同 じ。

4,置 き場所

○ 日当た りの良い風通 しの良い場所 であるこ と(夏 は,日 差 しに弱いので寒冷紗 をかける)。

◎ 日当た りの良い風通 しの良い場所 。夏 は寒冷紗 をかけなかった。

5,潅 水

○鉢土 の表面が乾いた ら,鉢 底か ら水 が流 れるまでた っぷ りやる。

◎新規 に潅水装置 を使用。各鉢 に点滴 潅水 で タイマ ーを使用 して定時的 に潅水 。

6,施 肥

○骨粉 と油粕 を1:1の 割合で混合 した肥料 を1ケ 月に1回 宛施用する。

◎骨粉 と油粕 を1:1の 割合 で混合 した肥料 と,液 肥(ハ イポ ネックス1000倍)を1ケ 月 お き交互 に

施用 した。

7,病 害虫

○病害 は特 に黒 点病予防,害 虫はアブラムシ,ハ ダニ等の重点防除 にポ イン トを置 く。

病気 に気付 いた らす ぐに薬剤散布 をす る。

◎病害虫 に気付 いた ら薬剤散布 を したが,病 害の予防はなか なか うま くで きなか った。 害虫 の駆 除は

ほぼで きた と思 う。

(主 に使用 した農薬:病 気 にジマ ンダイセ ン,ラ ビライ ト,害 虫 にス ミチオ ン,ス プラサイ ド)

8,管 理一一一般

Oa除 草,中 耕は,毎 月1回 実施する。

b出 荷前 までに咲 いた花 は全部摘 み取 る。

c枯 れ葉,枯 れ花 は,即 座 に摘 み取 る。

d形 を整 えるために,枝 と枝が重 なった ら整枝剪定 を行 う。

◎上記 と同 じ。



9,生 産計画

○生産計画は,年 間平均500～1000鉢 を常時生産することを目標 とする。

◎生産を始めたばかりなので苗作 りが うまくできず,約200鉢 生産した。

ミニバラ栽培の問題点と今後の留意点

問題点は,病 害を発生防止することと挿 し木活着率の向上である。

今後の留意点は,病 害が発生 してから薬剤散布をしても品質向上にならないので予防をめざし定期的に

薬剤散布を徹底 して行 う。

挿 し木は,挿 し木に適した品種の選択と挿 し木に適 した用土について実験 し活着率80%以 上 を目標 と

したい。

今後は,年 間平均1,000鉢 以上の生産が出来るよう努力 したい。

94年度花卉類(主 として鉢物)の 生産実態と評価

生産物名
一

生産数量 販売数量 金 額 計 画

ミ ニ バ ラ 191鉢 63鉢 20,000円

皿

①

ラ ン タ ナ 834鉢 468鉢 119,000円 ①

カ ラ ン コ エ 465鉢 0鉢 0円 ①

バ ー ベ ナ 360鉢 92鉢 29,700円 ②

アイビーゼ ラニ ウム 100鉢 0鉢 0円 ④ ×

ブ ル ー ベ リ ー 1,000鉢 191鉢 128,900円 ②

ツ ツ ジ 0鉢 66鉢 23,000円 ③ △

ア ザ レ ア 600鉢 33鉢 14,100円 ②

サ ツ キ 0鉢 18鉢 8,000円 ③ △

シ ン ゴ ニ ュ ー ム 120鉢 0鉢 0円 ②

ジャノ ヒ ゲ 2,000鉢 0鉢 0円 ②

そ の 他 900鉢 275鉢 157,850円 ②

その他 紅カナメ,ビ ックリグミ,サ ルスベリ,ツ バキ,ゴ モジュ,ソ テツ,ハ ーブ,他

今後の生産計画(① 今後増や してい く,② 今まで通り,③ 減らしていく,④ やめる)

カランコエの販売は2月 頃に行う予定。

評 価

ア イビーゼ ラニ ウム をやめ る理由 ×:挿 し木 を して もなかなか苗が 増 えない 。苗 が 出来て もす ぐ病気

が発生 して商品価値が な くなる。夏場 を越す管理が困難。

ツバ キ,サツ キ を減 らしてい く理 由 △:即 売会その他で販売 しに くい。育苗期間が長す ぎるため。

今後,ア イビーゼラニウム,ツ バキ,サ ツキを減 らして,新 しい種類 を導入 しようと思 う。

ミニバ ラ,ラ ンタナ,カ ランコエは今後増や して花卉花木類の主 となる作物 に しようと思 う。


